平成17年10月 6日
	報道関係各位　ご案内


加藤記念バイオサイエンス研究振興財団　　

第22回公開シンポジウム
「スギ花粉症」
～機序解明から新しい治療へ～
（財）加藤記念バイオサイエンス研究振興財団
理事長    平田　正
拝啓  秋涼の候、皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
加藤記念バイオサイエンス研究振興財団は、協和発酵の創始者である故加藤辨三郎翁の「科学技術の振興をはかり、社会経済の発展に寄与したい」という遺志を活かし、バイオサイエンス分野の研究への助成を目的として1988年末に設立された財団法人であります。当財団の事業につきましては平素よりご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。
  さて、私共の主催いたします公開シンポジウムもお蔭様で第22回を迎える事になりました。これもひとえに皆様方のお力添えの賜物と深く感謝申し上げます。
本年度の公開シンポジウムは、理化学研究所免疫アレルギー科学総合研究センター長 谷口 克先生と福井大学医学部教授 藤枝重治先生にお世話頂き、5人の講師をお招きして、標記のテーマで、来る10月15日（土）13時より経団連ホール（東京都千代田区大手町1－9－4 経団連会館14階）において開催いたします。本シンポジウムは文部科学省、日本アレルギー学会、日本耳鼻咽喉科学会、日本薬学会のご後援を頂いております。プログラムは添付の別紙をご参照ください。
報道関係の方々のお席も用意しておりますので、ぜひ参加下さいますようご案内申し上げます。なお、参加は一般公開で、入場無料となっております。
敬具
お問い合わせ先：
（財）加藤記念バイオサイエンス研究振興財団  事務局
東京都町田市旭町3－6－6
Tel＆Fax：042－725－2576
加藤記念バイオサイエンス研究振興財団　　第22回公開シンポジウム
「　スギ花粉症　」～機序解明から新しい治療へ～
日時：　平成17年10月15日（土）　13：00～18：00

会場：　経団連ホール（東京都千代田区大手町1-9-4）

　　　　地下鉄大手町駅下車1分　Tel 03-3479-1411

主催：　(財)加藤記念バイオサイエンス研究振興財団

後援：　　文部科学省、日本アレルギー学会、日本耳鼻咽喉科学会、日本薬学会

■オーガナイザー

谷口　克 （理化学研究所免疫アレルギー科学総合研究センター　センター長）

藤枝 重治（福井大学医学部教授）
■プログラム

はじめに   谷口　克  （理化学研究所免疫アレルギー科学総合研究センター　センター長）
１）出原 賢治　（佐賀大学医学部教授）　

どのようしてアレルギー疾患が起こるのか　　　
アレルギー疾患とTh2型免疫反応
２）中山 俊憲（千葉大学大学院医学研究科教授）

　　　　どのようにしてスギ花粉症になるのか

Ⅰ型アレルギー発症制御機構の解析と気道炎症
３）玉利真由美（理化学研究所遺伝子多型研究センター　チームリーダー）
　　　　アレルギーをおこしやすい体質と環境

自然免疫関連遺伝子多型とアレルギー疾患
４）谷口　克（理化学研究所免疫アレルギー科学総合研究センター長）
　　　　BCGによるスギ花粉症治療メカニズム

自然免疫系を介する花粉症制御

５）藤枝 重治（福井大学医学部教授）
　　　どのようにしてスギ花粉症を治すのか

　　　　　花粉症に対するこれまでの治療と新しい治療法

まとめ  　藤枝 重治　（福井大学医学部教授）

一般の参加方法：参加費無料。E-Mail･FAXまたは葉書にて、住所(連絡先)・氏名・所属・電話番号を明記のうえ、下記にお申し込み下さい。但し定員(420名)になり次第締め切ります。

※　報道関係の方は別にお席をご用意しておりますので、当日直接ご来場下さい。

申込み先：（財）加藤記念バイオサイエンス研究振興財団

　　　　　　〒194-8533　東京都町田市旭町3-6-6

　　　　　　Tel ＆ Fax 042-725-2576　　E-Mail；  kato.zaidan@kyowa.co.jp
　　　　　　担当：事務局　持田顕一
